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抗結 核 活働 性免 疫 ノ獲 得ニ 於 ケ ルAOト

結 核 菌「コ クチ ゲ ン」トノ效 力 ノ比較

第1報 全身性結核感染(兎疫)程度 ヲ判定

スル爲ノ指標 二就 テ

京都帝園大醫屠學部外科學教室(鳥潟敏授指導)

大學院學生 聲學 士 河 田 幸 一 郎

緒

各種 ノ免疫元製剤 ノ免疫元性能 働力 ノ判定 ニハ

種 け ル事項 号指標 トス,レコ トガ出來 ル。即 チ

或ハ沈澱 反磨、補饅結合反磨、 又或 ハ試験 管 内

トカ、流血中 トカニ於 ケル正常又 ハ特 殊喰菌作

用テ促進 スル能力1大 小 子比較 シテモ ヨ{。 此

ノ際喰燵 セラルベキ菌艦 トシテ可検抗 原 ト同名

ノモ ノデモ或 ハ異名 ノモ ノデモ ヨイ。或 ハ任意

ノ凝集素、沈澱素、殺菌 素等 ノ免疫 的産生 テ檜

彊スル作用 ノ大小 テ指標 トシテモヨ イ。或 バー

定 ノ臓器1虹 彩、肺、睾丸,ノ 感染 後 二於 ケル重

量 ノ差 トカ、病髪(例 ヘバ結 核竈)ノ 薮 トカデ感

染程度 ラ比較'iテ モヨ イ。1鳥潟教授及 ピ其 ノ教

室カラ登表 サ レタ「イムペヂ ンニニ關 スル多薮 ノ

言

業績 手参照 セヨ)

貧 験的結核免疫 二關 シ全身性 ノ活動 免疫 ノ程度

テ判定 スル ニハ 「試獣 ガ何%ダ ケ感染 二耐過 シ

テ生存 シタカ』 トノ事項 テ指標 トスル コ トハ殆

ン ド不可能 デアル。 ソレハ結 核菌全 身性感染實

験 ニハ『海衡 テ使用 スル ノデアル ガ、試獣 ハ感

染後一定時 日ノ後 二早晩悉 ク死亡 スル カ ラデア

ノレo

ソレデ アルカ ラ如何 ナル事項 テ指標 トス レバ最

モ合理的 二 『全 身性活動 性抗結核免疫獲得 ノ程

度』 斗判定 スル コ トガ出來 ル カ ト言 フコ トガ問

題 ニナル。本篇 ハ此 ノ問題 ノ解答 二向 ツテ ノ研

究結果 テ報 告 スルモ ノデ アル。

實駿材料

1・ 感染 胆ム型生結核菌液 京都帝國大學 醤學

部微生物學校室 ヨリ分株 ラ受 ケ タル人型結核菌

テL乞wenstein氏 培 養基 上 二約4週 間培養 シ、

菌艦 テ乳鉢 二入 レ、 ヨク磨 リ潰 シ、小量宛0.85

%食 蓋 水ラ注加 シテー定量 二達 セ シノ、不等 二

滴濁 セル菌浮游液 テ得、鳥潟教授 沈澱計 ニ ヨリ、

菌液1琵 中 ノ菌量 ハ約0.0007琵 御 チ1度 目)

トナル檬 二基液 ノ分量 テ調節 シタモ ノデアル。

2・ 試獣 雌性 海猿、健 常 ニ シテ藍重300瓦 内

外ノモ ノ。

附記。余等 ノ行 ヒタル海瞑飼養 法 二就 テ。

余等 ノ観察 セ ン トスル試 獣 ノ盟重 ノ推 移、 生存

日数 ノ大 小 ハ飼養 ノ季 節 ト飼養方法 ノ如何 トー

關 ス'レコ トガ大 デアル。故 二飼養 法 ノ大要;記

載 ス ルニ次 ノ如 シ。

5頭 乃 至7頭 ラ1群 トシ屋 内 二飼育 ス。

圭食。1日1同 。豆腐津 二麩(「 フスマ」)⇒混和

セ,・モ ノ。混和 ノ割合 ハ 敷 藁{黒潤 ノ程度 二磨

ズ。即 チ排泄物 ノ水分 多量 ナル時 ハ麩 ノ混和 量

考曾加 ス。
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副食物 。1-2日 ラ隔 テ ・、人 藝、大根、玉袈等

ノ葉 莚 テ蔭干 ニ シタ モノ若干。其 ノ他 海狽 ハ往

往敷藁 ラ食 ス。

敷藁 ハ鯛 レテ1熱潤 子感 ズル侮 二取 リ換 ヘ タ リ。

其 ノ回数 ハ實験常初 ノ海狽 ノ如 ク健康 ニ シテ備

食ll}多 ク、從 ツテ其排泄物 多Jt1=ナル時期 ハ概 ネ

2日 一1回 。病痩 進行 シ排泄物減 少 スル末期 二

ハ1週1回 ノ割合デアル。

實 駒第1標 準結 核 菌液0.5

妬 ノ場合

5頭 ラ1群 トセル健常 ナル海狽 ノ空腹時"、 感

染川人型生結核菌擦準浮澹液0.5耗(結 核菌 ト

シti・約0・0003琵)テ 腹脇内二注射 シ、経過 テ

槻察 シテ第1表 ノ如キ所見ラ得 タリn

第12sk2菌 量0.00035立 毛ニ ヨ,レ感 染 程度

試 獣 番 號lml翫21翫31翫4 翫5陸 均

25ノ皿 胆 重 270 280 294 320 315 295.8

1

111V週 間 ノ壇減!儘重
一 　一

十51275 十71287 一91285 一51315 十351350 十6.6

8!IV週 間 ノ堆減1髄重 一131262 一17/270 十101295

卿一 一 一一

一181297 一321318 一14.0

15!IV週 間 ノ堆減1髄重 十71269 十181288 十151310

一一
一21295 一31315 十7.0

2211V週 間 ノ塘減!燈重 一91260 一161272 十21312 一281267 ・-311284 一16 。4

2911V週 間 ノ増減1盟重 一301230 一171255 十51317 十51272 一91275 一9。2

6/V週 間 ノ墳減1盟重 / / 一431274 十21274 / 一20 .5

131V週 間 ノ堆減1盟重
一 一

/ / / 一441230 / 一44 .0

休養期間中盟重ノ推移

死 亡 時 盟 重 230 245 274 202 263 242.8

死 亡 時髄重 ノ減少 一40 一35 一20 一一118 一52 一53。0

感 染 後 生 存 日数 35 37 42 55 37 41.2

剖

槍

所

見

肋 膜 卒 滑

粗ニシテ所 々
二膜標物ヲ附

著ス滲出液ヲ
認ム

粗ニシテ所 々
二繊維素性禦

片 ヲ附著 シ、
滲出液 ヲ認 ム

■

上部・・潤濁 シ
テ繊維素性袈

片ヲ附著ス

フ雫 滑

腹 膜 不 滑 下 滑

潤濁充血 シテ
所々二乾酪性
結節 ヲ認 ム滲
出液 ヲ充セリ

溜濁充血シテ
所 々二乾酪性

結節ヲ散見ス

ZF滑

大 網 膜
索状ノ畳塊 ト
ナリ上方二牽

退ス

肥 厚 シテ索 状
トナ レ リ

大 ナ ル 索状 ノ

畳 塊 トナ リ、

結 節 ヲ認 ム

掴 濁 シテ大 ナ
2レ盤 塊 トナ リ

結 節 ヲ認 ム

稠濁肥厚セル
ヲ認 ム

腸 間 膜 淋巴腺腫多数淋巴腺腫 ヲ認ム

肥厚 シテ結節
淋巴腺腫 ヲ認
ム

肥厚 シテ結節
淋巴腺腫 ヲ散
見ス

淋巴腺腫ヲ認
ム

一

右 肺 所 見

暗赤色
粟粒大、硝子
檬結節 ヲ散見
ス

暗赤色
粟粒大、硝子
様結節ヲ散見
入 水中二沈
下ス

淡虹灰白色
表面細顧粒状
乾酪性結節多
数、水中二沈
下ス

淡紫灰色
粟粒大乃至帽
針頭大ノ乾酪
性結節ヲ認ム

暗赤色
下部ノ・肝様 ヲ
呈ス硝子檬結

節 ヲ散見シ水
中二沈下ス

重 3.1 3.6 3.5 3.7 3.6 3.5

左 肺
所 見 同 上 同 上 同 上 同 上 同 上

重 2.6 3.4 3.2 3.3 2.8 3.1

肝
所 見
表面凹凸不正
乾酪性結節ヲ
散見ス

表面不滑
肉眼上結節 ヲ
認メ得ズ

表面凹凸不正
不正島喚状ノ
乾酪性結節ヲ
散見ス

表面頴粒状
不正島嗅状ノ
乾酪性結節ヲ
散見ス

表面凹凸不正
乾酪性結節ヲ
散見ス

重 24.0 14.7 22.0 20.0 21.0 20.6
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脾
ヲ
状
節
粒
結
顧
性
ス

面
酪
見

表
乾
散
見所

表面雫滑
少歎 ノ粟粒大
結節 ヲ認ム

!表面瓢杜状
不正島峻状 ・
乾酪性結而 ヲ
散見ス

重 4.8 2.0

腎 ズメ認
4
ヲ
3

2
常
2

右
異
左
ズメ認

3

ヲ
2

2
常
2

右
異
左

睾
ス
離
大
剥
肥

リ
リ

共

ヨ
ナ

右

膜
難

左
爽

困
丸

2.2

1-一 一 一

1
同 上 同 上

2

9
飽
9
」

右

左ノ認

3

ヲ

。
9

一共

密

物

1

常

1

.右

ン

性

右

異

な

左

厚

ズ

ゴ

踏

リ

認

ニ
ト

2

3

ヲ

淋

共

膜

-
常

-

一右

曳

右

異

左

左

シ

ズ

セ

メ

厚

リ
リ

認

肥

緯

鰍膜

ズ

…肥
著

康

癒

-

一爽

ニ

ア

.=コ 茎二 」 互二 「3・4
}1、.2

異常ヲ認メフ鰐 讐紬 嚇 蔽 言蔑錨 露1剥

i性 ヲ認 ・1'レ 膿 〆lI

實験第2標 準結 核菌液1.0

耗 ノ場合

5頭 テ1群 トセル健常海猿 ノ腹腔 二感染用人型

生結 核菌俘游液1.0娩(結 核 菌 トシテ・・約0.00

07立毛、宛?iL射 一i、経過 ラ観察 シテ第2表 ノ如

キ所見 テ得 タ リ。

第2表 菌 量0.OOO7qiニ ヨ,レ感 染 程度

試 獣 番 號

25M饅 重

111V週 間 ノ培減ノ髄重

911V週 間 ノ墳減1饅重

1511V週 間 ノ培減ノ髄重

2211V週 間 ノ堆減1饅重

2911V週 間 ノ培減1饅重

61V週 間 ノ増=減/饅重

休養期間中盟重ノ推移

死 亡 時 饅 重

死 亡 時 饅 重 ノ減少

傘 後生存圏
匝

剖

検

腹

大 網 膜

腸 間 膜

右 肺

所 見

重

ρ■r■■■■}-顧 一■-r■■■

1"61翫7翫81翫9翫1・h均

12981282・333285
340 307.6

一231275 一7/2751+、7135。1。1お5 一25!315 一7.6

01275
ヨ

ー10/2651-23/327・ 十101295 一32/283 一11.0

一191256 1-1712弼1-513221-351260十2/285 ・-14 .8

一14/2421/…-181304
/

一311254 一21 .0

一3912・3i/1-221282 / / 一30 .5

/1/ 一421240 / / 一一42 .0

「
203;202 240 242 218 221.0

一951-80 一93 一43 一122 一86.6

135
粗 ニ シテ所 々
模様物質 ヲ附1著シ滲出液ヲ

1認ム

23

1雫 滑

42

粗 ニ シテ所 々
繊維素性禦片
ヲ附著ス

23

充血 ヲ認 ム

34

上部ノ・繊維素

性禦片ヲ附著
ス

31.4

擁鐸萎卒 滑

1粗 ニ シテ滲 出
1液 ヲ認 ム

、 乾酪

性 結 節 ヲ散

見 ス

不 滑 亭 滑

潤濁肥厚シテ
結節ヲ散見ス

潤濁充血シテ
肥厚セルヲ認
ム

索状 ノ饒塊 ト
ナリ上方二牽

退セ リ

梱濁充血シテ
肥厚セ リ

潤 濁 シ テ肥 厚
セ,レ ヲ認 ム

淋巴腺腫ヲ認
ム

淋巴腺腫ヲ認
ム

肥厚 シテ結節
ヲ散見ス淋巴
腺腫アリ

淋巴腺腫多敷
アリ

淋巴腺腫多数
アリ

淡褐色
粟粒大硝子様
結節ヲ散見ス

暗赤色

騨1耀 縢 孕撚 ノ艦 乾
上結節ヲ認メ姓結節 ヲ認ム
ズ

暗赤色

肝様ヲ呈 シ水
中二沈下ス少

1酪性結節ヲ認

ム

淡紫灰色多籔
ノ粟粒大

硝子様結節ヲ
認 ム

i 2.3 2.2 3.2
サ

2.8 2.7 2.6
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所

と監

ノ1:川i

肝

脾

所 見

一重_一

所 見

R

所 見

重

腎

睾 丸

淡褐色
上葉ノ後下部
二暗赤色肝標
ノ斑!鮎アリ、

結節ヲ散見ス

3.5

表面ノド滑
黄禍色ニジテ
灰白黄色 ノ斑
貼アリ、乾酪
性結節 ヲ散見
ソ、

15.5

表 面1川llIl不IE
灰 白黄 色 ノ斑

紋 ア リ乾 酪 性

結 節 ヲ散 見 ス

2二7

線

二
眼

メ

ノ
中
肉
認

呈
水

、
ヲ

色

ヲ
ク
ス
節

赤
様
鏡

下
結

暗
肝
邊
沈

上
ズ

2.1

ヲ節
滑
結
ズ

不
上
得

面
眼
ノ

表
肉
認

14.5

表 面 ア「曽骨

次 粟粒 人乃 至

粟粒 大 ノ石fi子

様 結 節 ヲ認 ム

1.3

ズメ認
8

ヲ
8

1
常
1

右
異
左
ズメ認

3

ヲ
⑩

1
常
2

右
異
左

厚
困
常

肥
離
異

ノ
剥
左
ズ

膜

メ
リ
メ

火

認

ナ
認

右

ヲ
難
ヲ

左右共異常ヲ
認 メズ

暗赤色
粟粒大乃至帽
β卜∬貞ノくノウ乞酉缶
性結節 ヲ認,ム

3、0

表而llll凸不 正

不 正 島1喚状 ノ

卓乞西餐†生ヨ告節 ヲ
認 ム

IP.5

同 上

3.1

右2.1

異 常 ヲ認 メ ズ

左2.0

左右共央膜 ト
密二癒著 シ著
シク肥大セリ

大

ヲ

粒
節

色
粟
結

灰

ノ
櫟

紫
敬

f

ム

淡
多

硝
認

水
少
乾
認

ゾ
ス
様
ヲ

呈
下
子
節

色

ヲ
沈
硝
結

赤
様

ニ
ノ
性

略
肝
中
倣
酪

ム

2.3

標
結
子

ノ

滑
硝
大

ム

準

ノ
粒
認

面
数
粟

ヲ

表
少
次
鮪

15.0

同 1

2.6

表面凹凸不正
粟粒大硝子様
結節ヲ散見ス

20.5

表面瓢粒状不正島嗅状
ヲ

ナセル乾酪性
結筋 ヲ認 ム

1.61

右1.9

左1.9 ______}

4。3
__一__」_.__

ズメ

2

ヲ
ー

2

常

2

右

異

左

ズメ認ヲ勃イロ
異

2.7

16.8

2.6

/,:右共肥大 乳

左右共異常ヲ火膜ノ・肥厚ス
認メズ 肉眼上結節 ヲ

認 メ得ズ

0
0
撰
耀

實 験 第2標 準 結 核 菌 液2.0生 結 核菌浮游液2・0耗(結 核 菌 トシテハ約0・0014

蝿 ノ場 合 耗)宛 テ注射 シ、 縄過 テ観察 シテ第3表 ノ如 キ

5頭 テ1群 トセル健常海狽 ノ腹腔 二感染用人型 所 見 テ得 タ リ。

第3表 菌1止0.0014耗 ニ ヨノレ感染程度

試 獄 番 號 翫 ・・i翫12翫 ・3
い 旧4翫15浮 均

251皿 髄 重 298 306 347

1309
334! 318.8

111V週 間 ノ墳減!盤重 一28!270 一12/294 一22/325
1十2/311

一413301 一12 .8
一

811V週 間 ノ墳減1腔重 一181252 一241270 一513201-16!295 一181312「16。2
1

1511V週 間 ノ堆減1罷重 斗13/265 一21268 一2713931-151280 一271285-11.6

22!IV週 間 ノ培減!髄重 一151250 / 一25/2681/ 一311254 1 -23 .6

2911V週 間 ノ培減/饅重 一7!243 / 一81260 / /
一7 .5

61V週 間 ノ培減1髄重 一181225 / 十5!265 / / 一6 .5

131V週 間 ノ増減1饅重 / / 一91256 / / 一9 .0

休養期間中腔重ノ推移

死 亡 時 艦 重 188 240 225 240 254 229.4

死亡 時 盟重 ノ減少 一110 一66 一122 一69 一80
-一}-7一

一89.4

感 染 後 生 存 日数 41 23 45 24 28 32.2

肋 膜

上部・・潤濁シ
テ繊維素性紫

片ヲ附著ス滲
出液ヲ認 ム

卒 滑

梱濁充血 シテ
滲出液 ヲ認ム
所 々二膜襟物
ヲ附著セリ

潤濁充血 シテ
暗示色 ヲ帯ブ
ノレ少量ノ滲出

液 ヲ認 ム

雫 滑

腹 膜
粗ニシテ所 々
二乾酪性結節

ヲ認ム
卒 滑

潤濁充血 シテ滲
出液 ヲ認 ム
大網小腸ノ・繊
維素性癒著ヲ
管 メリ

干 滑 卒 滑

1
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　 ゴ万 一』

29乳旦

「巨万

右2.0

左2.0

實験第4 健 常海狽 二於 ケ ノレ樹照所 見

第4表 健常海瞑ノ艘重推移b共 臓器重量

海 猿 番號

艘

重

ノ

推

移

臓

器

重

量

111V

811V

1511V

22!IV

2911V

61V

肺右

肺左

肝

脾
一腎[右

左 腎

NL221NL231翫24

326317295

330

355

蕊 護「

348

368

1.8

1.5

13.7

0.9

2.3

2,3

291

297

316

322

318

1.6

1.3

11.5

0.7

2.1

2.0

325

324

342

350

357

1.8

1.4

13.0

0.8

2.2

2.2

lNr251NL26
310265

318

315

348

350

345

1.7

1.4

12.5

0.6

2.2

268

270

285

2汚 一

278

2.2

1.3

0・iL

leo.5

0.5

1.8

1.9

Nr.27Nr.28下 均

302 278299.0

295 276300.4

'313
290309.0

317 293323.3

320 315326.1

330 322331.1

1.7

1.3

13.2

0.7

2.1

2.1

1.4 1.6

1.1 1.3

13.0
[

12.5

10 .6 0.7

2.1 2.1

2.0 2.1

健 常 海 猿 膣 重100瓦 二就 テ ノ各臓 器 重 量 下 記 ノ如 シ(但 シ小 数 黙2位 以 下4捨5入)

右 肺=0.5、 左 肺=0.4、 肝=3.8、 脾=0.2及 ビ腎=0・6
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生結核 菌 テ海狽 腹腔 ・=注射 シタ,レ後 二起 ル艦重

ノ推 移及 ピ各臓 器1砿 莞ノ墨 化ハ健幣 ナル絢狽 二

比 シテmelii∫ナ ルヤテ知 ランガ漏b健 常海狽7頭

テー群 トシテ同 一一飼養條件 ノ ドー5週 間観察 シ

之 テ撲殺 シテ6時 間後 ∴各臓器重 量 テ秤 リ第4

ゴ1乏ノ女『1ヤJiJi,ILヲ'そ㌔トタ リn

所見線括及ビ考案

以1ニ ノ所 兄 テ概括 ヒル ニ第5表 テ得 タ リ。

第5表 処常海1灰結核感染程度 ノ各種指標

(5-7顕 ノ7『9均墾攻)

標準結核菌液用眠託) 0.5 1・・12・ ・

感 染 前 冊 皿 29518 307.6 318.8
一

死 亡 時 齢 重 242.8 221.0 229.4

死亡時 ノ髄重減少 一53 .0 一86 .6 一89 .4

感染後ノ盟重減丑度 1.3 2.8 2.8

感 染後 ノ生存 日数 41.2 31.4 32.2

死

亡

時

臓

器

重

量

1實右 倣 3.5 2.6 3.3

肺
一

左

肺

当溜 重100瓦 1.4 1.2 1.4

病攣進行度
0,022
(0.016)

0,023
(0.019)

0,028
(0.020)

實 数 3.1 2.7 3.2

封髄重100瓦 1.3 1.2 1.4

病墾 進行度
0,022
(0.017)

0,026
(0.022)

0,031

(0.022)

20吾

肝

實 倣 20.6 16.8

i封麗重100瓦 8.5 7.6 8.9

病攣進行度
0.11

「o.013)

0.12
(0.016)

0.16

(0.0182
一

脾

實 倣 3.4 2・612・5

劉髄重100瓦 1.5 1.2 1.1

病攣進行度
0,029
(0.021)

0,030
(0.025)

0,028

(0.026)

病攣進行度:髄 重100瓦 二換算セラveZJV感 染

後死亡二至ルマデノ臓器ノ毎24時 間不均培量度

()内 ノ鍛値ノ・盤重100瓦 二勤ス)v死 亡 時ノ臓

器重量ニヨリテ統一的(臓 器重量1.o瓦)二 換算

セラレタル臓器病攣進行度 ニシテ郎チ死亡時二

於ケル各臓器ノ罹患程度比較係倣ナリ。

健常 ナル海猿 ハ人型生結核菌俘游 液 ノ腹腔内注

射 二依 リ、例外 ナ ク全身性 二結核 二感染 シ、次

第 二其禮重 テ減 少 シテ死亡 シ、肺、肝、●脾、睾

丸 ハ結核 二特有 ナル病攣 テ示 シ、且 ツ著 シク肥

大壇量 スル事 ラ知 リ得 タ リ.

此 際肺、肝、脾 ハ明確 二秤 量 シ得 レ ドモ睾丸 ノ

秤量 ハ困難 ナ リ。

腎 ニハ病的攣化、肥大、檜 量 テ認 ムル能 ハズ。

感染 二川 ヒタル菌}ll:ノ多 少 二依 ル差異 ハ李均生

存 日数 二就 テ見ル ニ感染 用標 準結核菌液 量0.5・

妬 ノ場合 ハ41.2日 一;.シテ著 明 一長 ク、1.0髭 、

2.0耗 ノ 場合 ハ31.4乃 至32.2日 ニ シテ殆 ンド

不墜 ナ リ。 卯 チ菌量 ガー定度(0.0007耗)以 上 ト

ナルニ及 ピ菌量 ノ坪}加 ト感染致死 マデ ノ日数 ノ

大小 トノ間 ニハ何等 ノ關聯 テモ認 メ得ザ ルニ至

とi∠2ゴ と,._故二 ∫LΩOQヱ董以L乙 盛染菌量 ニ

テ生存 日撒 ノ1ニニ顯 著 ノ差 テ見出 シタル時 ハ免

疫判定 上 ノー ツ ノ指標 ト爲 シ得 ベキナ リ。

感染 テ受 ケタ リシ試 獣 ノ死亡時 二於 ケル盟重祓

少量 ハ感染 用結核菌液 量0.5耗 ノ場合 ニハ(-

53.0瓦)ナ リ。 感染 菌量0.0007乃 至0.0014琵

ノ場合 ニハ86.6乃 至89.4瓦 ニ シテ是亦 タ生存

日撒 二於 ケルガ如 ク相互 二大差 ラ認 メズ。

各臓器 ノ病髪 二就 テ比較 スルニ、結核 二特有 ナ

ル局慮所 見ハ大 同小 異 ニ シテ、肺、肝、脾 ノ絶

封量 ニテハ勿論、 マ タ其 ノ重量 テ同一膿重 二割

リ當 テ、即 チ艦重100瓦 二封 シテ臓器重量幾何

ナルヤテ換算 シテ見ルモ、何 レノ場合 ニテモ感

染 二用 ヒタル菌 量 ノ大 小 ト感染致死當 日二於 ケ

ル禮重100瓦 二封 スル臓器重量大 小 トハ全 ク無

關係 ナ リ、

之 テ要 スル ニ感染 二用 ヒタル菌量 二差異 ア リシ

場 合 ト難、感 染 セル海狽 ガ死亡 スル迄 二至 リタ

ル時 ハ『各臓 器 ノ病憂程度』ニハ最 早 ヤ差異 テ認

メズ、帥 チ感染 用菌量 ノ大 小 ト死 亡 シタル試獣

ノ各臓器重量 ノ絶封増加程 度乃至禮 重100瓦 二

封 スル比較檜加程度 トハ 殆 ド全 ク無 關係 ニシ

テ、菌量 ノ大小 二拘 ラズ死 ニマデ到達 シ得 タル

時 ノ試獣感染臓器 ノ所 見 ハ略 々同一程 度 ナリ。

此鮎 二於 テハ『生存 日籔』ハ感染程 度、從 ツテ亦

タ免疫程度判定 上 ノー ッ ノ正 シキ指標 タルベキ
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コ トヲ認 ム。

然 レドモ生存 日撒 ノ差 ノ明示 スル如 ク、相似 タ

ル終局 ノ結果 二到達 スル迄 二要 スル時間 ニハ長

短 ノ差 アル モノー シテ、從 テ「菌jlt∠ 差 三原 因 ろ

ル各臓器病慶進行度 ∠差異」ノ現 ハ レ得 ベ キ コ

トハ當然考ヘザル可 カラザ,レモ ノナ リ。

軍 二感染後 ノ 『生存 日蜘 ノミナ ラズ『臓器 ノ病

憂』テモ指標 トシテ考慮 セ ン ト欲 スル時ハ 「死亡

時 ノ臓器重量 ノ絶封数」テ 比較 シテモ 正確 ナル

比較 ノ意味 テナサズ、 同様 二盟重100FL=一 換 算

サレタル臓器重量 ラ比較 シテモ亦 タ何等 ノ意義

ナ シ。何 トナ レバ前述 ノ如 ク是等 ノ撒値 ハ相互

二殆 ン ド同一 ナル モ ノナ レバナ リ。

マタ例令是等 ノ撒値 二大小 ノ差 テ見出 シタ リ ト

スルモ、是等 ノ数値 ノ物語 ル塵 ノモ ノハ或 ル定

マ リタル時期 二示 サ レタル臓 器 ノ軍 ナルー ツ ノ

『状態』一 シテ決 シテ『病憂 ノ進行 ノ程度如何』テ

示 スモ ノニ非 ズ。

故 二感染 ノ程度即 チ病憂 ノ進行 ノ程度 テ判 定 ス

ル爲 ニハ病的塗化 ガ進行 シテ死 ニマデ到達 シタ

ル時期 二於 ケル『病憂進行 ノ軍 ナル最終 的結果』

テ比較 スル ヨリモ、此 ノ結果 テ將來 スル ニ至 リ

タル『病憂進行度』テ比較 スル方 ガ合理的 ニ シテ

意義 ア リ。

弦 二於 テ余等 ハ感染 海旗 死 亡時 ノ禮重100瓦 二

封 スル臓器重量 ヨリ健 常海瞑 ノ膿重100瓦 二封

スル臓器重量 テ引 キ去 リテ死 亡時 二於 ケル鵠重

100瓦 二就 テ ノ臓器重量 ノ檜加量 テ求 メ、 此 ノ

値 ラバ更 二感染後 ノ生存 日撒 ラ以 テ除 シ、感染

後24時 間毎 二盟重100瓦 二就 キZF均 幾 何 ノ臓

器増量 ラ來 セル カテ考慮 スルニ至 レリ。

感染試獣 二於 ケル臓 器 ノ病憂進行度」ハ實際 二

於テハ感染 ヨリ死 亡 二至 ルマデ毎 日ZF等 均一一ナ

ルベキモ ノニ非 ズ シテ、感染 ガー定度 二進 ミタ

ル時 二於 テ病髪進 行 ノ程度 ハ 最大 ナルベ シ ト

難、感染 ヨリ死 二至ル迄 ノ臓器病憂 ノ進行度 テ

比較 スル目的 二向 ツテハ、 以上 ノ如 キ卒均撒 テ

基礎 トスル以外 二方 法無 シ。第5表 二示 サ レタ

ル病憂進行度 トハ即 チ此 ノ敷値 ナ リ。

此際特 二注意 ス可 キハ、 コ ノ数値 ハ直 チニ各臓

器自艦 ノこガ感染後1日 ニツキ幾何 ノ恥量 テ來

セシヤテ意味 スルモ1二 非 ズ シテ、禮 重100瓦

テ基準 ト人ル コ トー ヨリテ統 一的 二算定 セラレ

タ ルモ ノナル コ トナ リ。 蓋 シ各臓 器 ノ重1,1:ナル

モ ノハ髄 重 ノ増減 ∴ モ影響 セ ラルベ キモノナレ

バナ リ。故 二罷 重ノ塒減 ト無關係 ナル臓器 軸1:

ノ ミノ恥減 ノ比較 ハ當 テ得 タルモ ノニ非 ズ。

今 ヤ此 ノ如 クシテ求 メ得 タル『病壁 進行度』テ指

櫟 トシテ、感染 二用 ヒタル結核菌量 ト感染程度

(病壁進行度=増 景度)ト ノ相互 ノ關係 ラ討検セ

ルニ、肺、肝 二於 テハ感染 用結核 菌量 ハ大小 二

連行 スル病憂進行(臓器檜量)ノ事實 テ謹 シ得タ

ル ニ拘 ラズ、脾 二於 テハ感染菌量 ト病愛進行度

トノ間 二何等 ノ關聯 テモ 認 ムル コ ト能 ハザ リ

圭。

蓋 シ脾 パー般細菌感染 二於 ケルガ如 ク結核 菌 二

封 シテモ亦 タ肺、肝等 二比 シ最 モ鋭敏 ナル肥大

檜 量(健 常脾 ノ約4乃 至5倍 ノ重量)テ 來 スガ故

二感染 用結核菌 ノ毒力過大 ナ リシ結果其 ノ用量

二相 當 スル反磨 ノ差異 テ表現 スル ニ必要 ナルグ

ケ ノ生存時 日無 カ リシモ ノナ ランカ。

上述 ノ観察方法 ニ ア リテハ「本來重量 ノ大 ナル

肝』ノ如 キモ ノニ於 テハ「病攣進行 」テ示 ス値 モ

亦 タ從 テ大 ナルベキ ノ理 ナ リ。 即 チ例 ヘパ結核

菌液0.5琵 ノ 場合、 肝 二 於 ケル病攣進行度 ハ

0.11ニ シテ、 左肺 ニア リテハ右肺 ト同檬0・022

(肝 ノ約1/5)、 脾 ニア リテハ0.029(肝 ノ約1/4)ニ

シテ、肺 ヤ脾 二於 ケル病愛進行度 ノ4-5倍 二

相 當 ス。

ソレ故 二以上 ノ如 キ値 ノ比較 ハ試駄個 々 ノ全盟

トシテ ノ感染 ノ程 度(從 テ免疫程度)テ 比較 スル

ーハ適 スルモ、個 々 ノ臓器 二於 ケル罹 患程度 テ

比較 スル ノ目的 ニハ叶 ハザ ルモ ノナ リ。

此 ノ目的 二向 ツテ余等 ハ更 二他 ノ指標 ラ求 メタ

リ 即 チ試 獣死亡時、各臓器 二於 テ該臓器 ノ毎

1瓦 二就 テ、毎24時 間如何 ナル 割合 ニテ 病憂

進 行(檜 量)シ ツ ・アリシヤ、換 言 ス レバ各臓器

ノ輩位重量(1.0瓦1及 ピ軍位禮重(100・0瓦)二
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於 ケル感染後 侮24時 間鳩量度e雁 患 程度 トシ

テ算出 セ リ。 帥 チ第5表 昌示 サ レタル「痢塑進

行度1ラ 死 亡時 ノ禮重100瓦 昌封 スル臓 器霞量

テ以 テ除 シ0内 ノ激値 ラ得 タ リ。

此 ノ撒値 ハ死 亡時 二於 ケル各臓器 ノ罹患程度 テ

統 一的 二標 示 スル モ ノニ シテ、感染致死試獣 二

於 ケル各種臓器 自盟 ろ結核感染程度乃至 ハ全 身

結核症 二依 ル艶死 海旗各種臓器 昌於 ケル病 壁程

度 ノ(盟 重100瓦 及 ピ臓器1.0瓦 テ基準 トxル)

統 一的表示 ナ リ。

サテ此 ノ値 二立脚 シテ各種臓 器 ノ罹 患程度 ラ其 、

ノ大 ナル モノヨ リ、順次 二列暴 ス レバ下 ノ如 シ

《第5表 参照)。

1.感 染 用結核菌約0.OOO35veニ ア.リテハ

脾(0.021)〉 左肺(0・017)〉 右 肺(0.016)〉 肝

(0.13).

ll.感 染 用結核菌約0.OOO7vaニ テ ハ

脾(0.025)〉 左肺(0.022)〉 右 肺(0.019)〉 肝

(0.016)而 シテ

皿.感 染用結核菌0.014耗 ニ テハ

脾(0.026)〉 左 肺(0・022)〉 右 肺(0・020)〉 肝

(0.018)

以 上 ノ結果 ニ ヨレバ感染用結核菌量 ノ大小 ト各

種臓器 ノ罹患程度 トハ殆 ンド全 クー致連行スル

以上ノ如 ク感染致死試獣各種臓器輩位重量 昌於

テノ増量 ノ割合、即 チ死亡時 ノ磯器 ノ羅患程度

チ指標 ト甥 ス時ハ此 ノ値 バー面 昌シテハ「各種

臓器 ノ糀患 シ易キ程度」ラ示 シ.他 面昌ハ「嬢染

二使用 シタル結核菌 ノ種々ナル量 卜殆 ンド・一致

連行」スルモノナルコ ト,即チ全身感染程度 ノ大

,s、サヘラモ認 メシム◎

前述 セル如 ク脾 高關 シテハ其 ノ病慶進行度悌

5表)ハ 感染用結核菌量 ノ大小 ト何等闘聯 スル

所 ナカリシカモ、軍位重量二就 テノ罹患程度`

テハ其 ノ壇量度 卜感染用菌量 トハ全 クー致連行

スルラ示 シタリ。

故 二逆 二若 シ免疫程座墨 程度)ノ比較實験 二

於 テ、結核感染後「脾 ノ病髪進行度」ガ明白二差

アルガ如 キ所 見 テ見出 スナ ラバ,ソ バ顯著 ナル

免疫獲得 テ立謹スルニ足ル十分 ノ債値 アル指標

ト謂 ツベ キモ ノナ リ。何 トナ レバ何等 ノ晃疫的

前虎置 テ受 ケザ リシ健常海瞑 ニ アリテス ラモ、

上述 セルガ如 ク各臓器 ノ罹患程度ヲ示 ス欽値ハ

感染用結核菌量 ノ大小 卜一致連行スルモノナル

モ ノナ ル コ トラ 認 メ シ ム。

又タ罹患程度 ノ順位ニモ何等 ノ除外例無 クシ

テ、實験 二使用 セ ラレタル結核菌 ノ凡テ ノ用量

二於 テ、相一致 シテ脾 ノ罹患程度 ハ最大、 肝 ノ

罹患程度 ハ最小、而 シテ肺 ノ中ニ テモ右肺 ハ左

肺 ヨリモ罹患程度梢 ㌃小 ナル コ トテ認 ム。

ガ故 ナリ。

感染試獣 ノ腎二就 テハ何等 ノ腫大モ増量モ謹 シ

得ザリシコトハ就二述 ベタリ。即チ臓器二登生

シ來 ル炎症 ノ進行(増量 ノ増大)テ 比較賓憩 ノ指

標 ト爲 シテ以 テ全身感染程度(從 ツテ亦 タ免疫

程度》テ論 ゼント欲 スル場合ニハ腎臓 ノ如キモ

ノハ全然顧慮 ノ要ナキモノナリ。

睾丸 ノ秤量 ニハ正確 テ期 シ難 キガ故 二指標 トシ

テ取扱 フコトテ慶 シタリ。

結 論

1・ 盟重300瓦 内外 ノ健常海猿ぐ其 ノ腹腔二人

型生結核菌0.OO3ssql以 上 ノ注射 テ受 クル コト

ニヨツテ例外無 ク結核 二感染 シ42日 内外 ニテ

発死 ス。

2.同 一飼養條件 ノ下二同時同列 二親察 セル健

常 ナル梅狽ハ盟重 テ」曾加セルニ反 シ、結核 二感

染 セル海狽 ハ漸減 ス。

3.禮 重減少量 ハ感染二用 ヒタル菌量0.OOO'7

耗以下 ノ揚合ハ菌量 ノ大小ニー致 シ、0.OOO71t

以上 ノ揚合ハ此 ノ差異明白ナラズ。此故二此ノ

如キ場合(即 チ感染結核菌量 ガ0.OOO7ve或 ハソ

レ以上 ノ揚合)二 於テ盟重減少量 ノ顯著 二小ナ

ル時ハ是印チ顯著 ナル免疫成立 ノーツノ標徴 タ

リ得ルモノナ リ。



第坦賦】 河田=抗 結核活働性免疫 ノ獲得二於ケJvAOト 結 核菌「コクチゲン」トノ敏力ノ比較實融
1079

4.感 染當 日ヨ リ死亡 二至 ル迄 ノ盟重 ノ毎1日

不均減量度 モ亦0・OOO7ve以 下 ノ種 々ナル菌量

ニヨル感染程度 テ表示 ス。感染用菌量 ガ0・0007

耗 以上 ナル時 ハ膿重減 少度 ト感染程度 トハ必 ズ

シモー致連行 セズ、雨者 ノ關聯不鮮 明 ナ リ。

5.感 染後 ノ生存 日敷 モ 亦0.0007耗 以 下 ノ結

核菌量 ニヨル感染程 度 ト連行 ス レ ドモ、0・0007

耗以 上 ノ菌量 テ以 テ ノ感染 ニテハ相互 ノ關聯不

著明ナ リ。 故 二感染結核菌 用量 ガ0・OOO7ve或

ハ ソレ以上 ノ場合 二生存 日敷 ガ著 明 二延長 セ ラ

レタル時 ハ、共 ノ事實 モ亦 タ免疫獲得 ノ確 實 ナ

ル標徴 ノー ツ トナ リ得 ルモ ノナ リ。

6.感 染 二用 与タル菌量 ノ差異 ニ ヨル死後 ノ剖

見所 見 ノ差 異ハ認 メ得 ズ。換言 ス レバ如何 ナル

菌量 二原因 スル感染 ニテモ試 獣 ガ死亡 スル迄 二

於 テハ殆 ン ド同程度 ノ臓 器病憂 テ現 ハ スニ至 ル

モノナ リ。

7.死 亡迄 ニハ試獣 ハ殆 ン ド同程度 ノ臓器病愛

(從テ同程度 ノ重量檜 加)テ 示 スガ故 二『感染 ヨ

リ死亡 二至 ル迄 ノ生存期 間 ノ長 短」ハ感染程度

(從テ免疫程度)ノ ー ツノ信頼 スベ キ好個 ノ指標

トナリ得 ルモ ノナ リ。

8.試 獣盟重100瓦 二封 スル肺、肝、脾 ノ増量

度テ算出 シテ、感染 二用 ヒタル菌量 トノ相互關.

係 ラ求 メタルニ、肺、肝 二於 テハ絶 テノ試獣 二

於テ例外 ナク菌 量 ノ大 小 ト臓器増量(病 攣進行)

程度 トハ連行 セ リ。然 ル ニ脾 ニテハ雨者間 ノ關

聯 テ立謹 シ得ザ リキ。

ソレ故 二若 シモ 感染用結核菌量約0.0007耗 或

ハソレ以上 ノ際 二脾 ノ檜量 ノ上 二顯著 ノ差別 テ

認 メ得 タル時 ハ、檜 量程度 ノ小 ナル モノ程、全

身牲免疫獲得程度 ノ大 ナル モ ノタル コ トガ確實

二立護 セ ラレ得 ル繹 ナ リ。

9・ 腎 ニアリテハ感染試獣 ト健常試 獣 トノ間 二

差異 ラ謹 シ得 ザ リキ。故 二全身性免 疫獲得程度

ノ比較判定 ニハ腎 ハ顧慮 ノ債値 ナキモ ノナ リ。

《睾丸ニハ病攣褒 生 スルモ秤 量 ノ上 二 正確 テ期

シ難 キラ以 テ指標 トナ スコ トラ腹 ス)。

10.感 染 致死海瞑 ノe臓 雅病墜進行度jラ 奥 二

死 亡時盟重100瓦 二封 スル臓 器重 玩1:ニヨリテ統

・的 侮1 .0瓦 臓 器重量)二 算出 シタルニ其 ノ値

(臓器罹患程度)ハ 感染用結核菌量0・OOO35耗b

O.0007娩 、及 ピ0.OO14veナ ル 選加 ト全 クー致

連行 セ リ。 即 チ健常梅猿 二於 ケル感染菌量 ノ大

小 ハ臓 器罹 患程 度 二於 テ最 モ忠實 二顯 現 セ ラレ

タ リ。

此 ノ際罹 患程度 ノ大 小 ノ順位 ハ下 ノ如 クニ示 サ

レタリ、脾〉 左肺〉右肺〉肝。

即 チ肝 ハ臓 器絶封重量 ナルガ故 二病璽進行度 ハ

大 ナ レ ドモ罹 患程 度 ハ却 テ最 小 ニ シテ、之 二反

シ脾 ハ臓 器絶封重量肝 ヨリモ小 ナル ガ故 二病攣

進行 度 モ亦 タ肝 ヨリ小 ナ レ ドモ罹 患程度 二至 リ

テハ肝 、肺 テ凌 ギテ最大 ナル コ トヲ知ル。 又 タ

左肺 ハ右肺 ヨリモ罹 患程度大 ニ シテ、 全禮 トシ

テハ肝 ヨリモ罹 患程度大 ナルモ ノナ リ。

11.之 テ要 スル ニ成熟 海瞑 二於 ケル全身性感

染程度、從 テ亦 タ全身性免疫 程度 テ比較 スル爲

ノ指標 トシテハ 感染 用結核 菌量0・0007耗 或 ハ

ソレ以 上 ノ場合 二感染後 ノ生存 日数 、艦 重減 少

程度、肝、肺特 二脾 ノ病憂進行度、即 チ重量増

加程度(第5表 二於 ケル臓 器病壁進行度)テ 比較

ス ベ シ。

個 々 ノ臓器 二就 テ所謂罹患程度(第5表()内 ノ

値)テ 比較 スル コ トハ 直接 ニハ 當該臓 器 二固有

ナル病壁進 行度 テ示 シ、間接 ニハ當該試獣 ノ全

身性感染(從 テ亦 タ免疫)程 度 テモ標徴 シ得 ルモ

ノナ リ。但 シ此際 ニハ何 等 ノ免疫操作 ラ施 サザ

リシ健 常成熟 海瞑 二於 テサヘモ、感 染 用結核菌

量0.OOO35、0.OOO7、0.0014耗 ノ差別 ガ所謂臓

器罹 患程度 トー一致連行 スルモ ノナ リ。故 二此 ノ

如 キ所見 テ指標 ト爲 シテ以 テ全個盟 ノ全身性免

疫程度 二言及 スル コ トハ失當 ナ リ。此 ノ所星丑

主 トシテ各臓 器 ノ有 スル 自然罹 患(免 疫)程 度 ノ

表 現 ナ リ。




